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価するか－. 新潟医学会雑誌 127 巻 7 号: 349-354
頁, 2013. 

26）中島貴子, 山崎和久: 広汎型侵襲性歯周炎患者の

SPT 期に経口抗菌療法を併用した一症例. 日歯周誌 
55 巻 2 号: 183-188 頁, 2013. 
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１）山崎和久, 中川種昭, 中島貴子: 座談会「歯周病治

療におけるシタフロキサシンの位置づけ」. 歯界展

望 123 巻 2 号, 386-390 頁, 医歯薬出版, 2014. 

２）吉江弘正: 座談会 保健と医療のベストミックス －

これからの歯科医療政策をどう構築するか－. 会誌

「8020」 第 13 号: 24-39 頁, 8020 推進財団, 2014. 

３）奧田一博, 川瀬知之, 吉江弘正: 4 培養骨膜シート

移植を応用した歯周組織再生法 特集 歯周組織再生

療法の現状と未来－臨床的エビデンスの構築を目指

して－. 季刊 歯科医療 28 巻 1 号: 27-35 頁, 第一

歯科出版, 2014.  

４）両角俊哉, 中川種昭, 吉江弘正: 歯周病進行予知

マーカーとしての細菌検査・抗体価検査の可能性. 

歯界展望 121 巻 4 号, 725-729 頁, 医歯薬出版, 

2013.  

５）小松康高: エルビウムヤグレーザーと歯周治療. 東

京医師歯科医師会雑誌 TMDC MATE 第 279 号: 21 頁, 

東京歯科医師会, 2013. 

 
【研究費獲得】 

１）吉江弘正: 歯周炎・糖尿病・リウマチの共通リスク

サイトカイン遺伝子の解明. 日本学術振興会科学研

究費補助金 基盤研究(A), 25253104, 2013. 

２）吉江弘正: 歯周炎病因論に基づくサイトカイン標的

療法の確立. 日本学術振興会科学研究費補助金 挑

戦的萌芽研究, 24659922, 2013. 

３）山崎和久, 多部田康一, 中島貴子: 脂質代謝バラン

スの揺らぎと歯周疾患のパスウェイ解析. 日本学術

振興会科学研究費補助金 基盤研究(B), 23390476, 

2013. 

４）奥田一博: 分画化歯根膜細胞とのブレンドによる培

養骨膜シートの高機能化と新治療法への展開. 日本

学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(B), 

24390465, 2013. 

５）奥田一博: 自己培養骨膜シートを用いた歯槽骨再生

研究. 平成 25 年度新潟大学臨床研究サポート事業

（平成 24 年度継続分）. 

６）小林哲夫: ゲノムメチル化プロファイルによる歯周

炎とリウマチの共通発症機序の解明. 日本学術振興

会科学研究費補助金 基盤研究(C), 22592309, 2013. 

７）杉田典子: 歯周炎・肥満・骨粗鬆症関連遺伝子 PPAR

ガンマーの閉経後女性における解析. 日本学術振興

会科学研究費補助金 基盤研究(C), 24593121, 2013. 

８）中島貴子: IL-10 応答を中心とした歯周病原細菌感

染に対する慢性炎症成立機構の基盤解明. 日本学術

振興会科学研究費補助金 基盤研究(C), 25463216, 

2013. 

９）久保田健彦: 歯周炎罹患歯肉局所におけるアルツハ

イマー病関連遺伝子の発現亢進を探る. 日本学術振

興会科学研究費補助金 基盤研究(C), 24593119, 

2013. 

10）多部田康一, 山崎和久: 口腔－消化管の粘膜免疫シ

ステムを介した口腔感染と動脈硬化性疾患の関連機

序. 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C), 

23593056, 2013. 

11）.両角俊哉: 歯周炎および喫煙が IL-6 遺伝子プロ

モーター領域の DNA メチル化に及ぼす影響. 新潟大

学プロジェクト推進経費 奨励研究, 2013. 

12）小松康高: スケーリング後の菌血症に伴う生体応答

～Il-6 コンポーネントとの関連性の解析～. 日本

学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C), 

24593120, 2013. 

13） 奥井隆文: 歯周炎予防・治療におけるレスベラト

ロールの応用に向けた基礎的な研究. 日本学術振興

会科学研究費補助金 基盤研究(C), 25463215, 2013. 
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自家培養骨膜シートの移植による歯周再生・顎堤形

成治療より高活性な移植材料をめざして. 今日の移

植 26 巻 5 号: 425-433 頁, 2013. 
22）藤岡陽介, 両角俊哉, 久保田健彦, 吉江弘正: 慢性歯

周炎患者の歯周病原細菌および揮発性硫黄化合物に

対する包括的口腔ケアの効果. 日本歯科保存学雑誌 
56 巻 6 号: 551-559 頁, 2013. 

23）Okuda K, Kawase T, Nagata M, Yamamiya K, Nakata K, 
Wolff LF, Yoshie H: 組織工学的に作製された培養

骨膜シートの歯周骨内欠損に対する治療効果: 症例

シリーズと 5 年経過予後 (Tissue engineered cultured 
periosteum sheet application to treat infrabony defects: 
case series and 5-year results.). Int J Periodontics 
Restorative Dent（日本語版）21 巻 4 号: 31-36 頁, 
2013. 

24）岡田崇之, 杉田典子, 大塚明美, 青木由香, 高橋昌之, 
吉江弘正: 殺菌および抗炎症作用を有する歯磨剤

ジェルコートFの歯周治療後残存歯周ポケットに対

する効果. 日本歯科保存学雑誌 56 巻 4 号, 344-352
頁, 2013. 

25）奧田一博, 吉江弘正, 川瀬知之, 中田光: 新潟大学の

臨床研究を活性化するためにはどのような仕組みが

必要か？ 3 自己培養骨膜シートを用いた歯槽骨再

生研究－データをどのように収集してどのように評

価するか－. 新潟医学会雑誌 127 巻 7 号: 349-354
頁, 2013. 

26）中島貴子, 山崎和久: 広汎型侵襲性歯周炎患者の

SPT 期に経口抗菌療法を併用した一症例. 日歯周誌 
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東京歯科医師会, 2013. 
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振興会科学研究費補助金 基盤研究(C), 25463216, 

2013. 
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2013. 
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～Il-6 コンポーネントとの関連性の解析～. 日本

学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C), 

24593120, 2013. 

13） 奥井隆文: 歯周炎予防・治療におけるレスベラト

ロールの応用に向けた基礎的な研究. 日本学術振興

会科学研究費補助金 基盤研究(C), 25463215, 2013. 

14）清水太郎: GCF 中のタンパク質から歯肉増殖症の病

態を探る. 日本学術振興会科学研究費補助金 研究

活動スタート支援, 23890063, 2013. 

15）高橋直紀: 口腔粘膜上皮における新規イオンチャネ

ルの網羅的発現解析とその機能の解明. 日本学術振

興会科学研究費補助金 特別研究員奨励費, 

13J04959, 2013. 

16） 野中由香莉: 腸管を介した歯周炎-メタボリックシ

ンドローム病因論－TRP チャネルの関与－. 日本学

術振興会科学研究費補助金 研究活動スタート支援, 

25893079, 2013. 

17）野中由香莉: TRP チャネルの免疫調節機能—腸管を

介した歯周病原細菌による炎症誘導メカニズムへの

関与. 新潟大学プロジェクト推進経費 奨励研究, 

2013. 

18）小神浩幸, 川瀬知之, 奥田一博: PRF による創傷治

癒促進効果の機序解明と効果的組織工学的応用法の

開発. 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究

(C), 23592881, 2013. 

19）星名秀行, 永田昌毅, 川瀬知之, 奥田一博, 魚島勝

美: 培養骨膜細胞による歯槽骨再生 PhaseⅡ臨床試

験と将来の無血清化への基礎的検討. 日本学術振興

会科学研究費補助金 基盤研究(C), 23592985, 2013. 

20）伊藤弘, 埴岡隆, 王宝禮, 山本龍生, 両角俊哉, 藤

井健男, 森田学, 稲垣幸司, 沼部幸博: 喫煙は歯周

治療における超過医療費因子となりうる－禁煙治療
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会科学研究費補助金 基盤研究(C), 25463267, 2013. 

 
【招待講演・シンポジウム】 
１）Yamazaki K: Periodontitis and Systemic Disease -New 

Insights into the Mechanisms-. Kyudai Oral Bioscience 
2014 -8th International Symposium- , 福岡リーセント

ホテル, 福岡市, 2014 年 3 月 1 日. 

２）Yoshie H: Bacteraemia and laser therapy. 2014 Research 
meeting of new development for periodontology and 
periodontics. Harbin medical University, Harbin, China, 
January 10, 2014 

３）Kubota T: Basic and Clinic of Drug-induced Gingival 
Overgrowth. 2014 Research meeting of new 
development for periodontology and periodontics. 
Harbin medical University, Harbin, China, January 10, 
2014. 

４）Nakajima T: Regulatory cell Subsets in the Pathogenesis 
of Periodontitis. 2nd Meeting of the International 
Association for Dental Research Asia Pacific Region 
(IADR-APR), Bangkok, Thailand, August 21, 2013. 

５） 小林哲夫: リウマチと歯周病. 第 21 回新潟リウマ

チの会 教育講演, 新潟大学医学部有壬記念館, 新

潟市, 2014 年 1 月 11 日. 

６）吉江弘正: 歯周病予防検査はどうあるべきか. 8020

推進財団学術集会 第11回8020フォーラム, 日本歯

科医師会館, 東京都, 2013 年 10 月 19 日. 

７）奥田一博: 培養骨膜シート移植による歯周病治療. 

新潟医学会再生医療シンポジウム「再生医療による

難治性疾患治療の幕開け」, 新潟大学医学部有壬記

念館, 新潟市, 2013 年 10 月 19 日. 

８）奥田一博: シンポジウムⅠ「サイトカイン治療 vs.

細胞治療」培養骨膜シートによる歯周組織再生療法. 

第56回秋季日本歯周病学会学術大会, 前橋市, 2013

年 9 月 22 日. 

９）両角俊哉: 洗口剤併用による口腔内細菌のコント

ロール. 第 56 回秋季日本歯周病学会学術大会 ラン

チョンセミナーⅡ エッセンシャルオイルを用いた

3 ステップケアの臨床・疫学評価, 前橋市, 2013 年

9 月 22 日. 

10）杉田典子: 歯周炎と全身疾患の関連についての総説

および PROST データからの解析結果. 第 2 回臓器連

関研究シンポジウム, 新潟市, 2013 年 8 月 5 日. 

11）山崎和久: 歯周病と心血管病変リスクの関連. 第

102 回日本病理学会総会 ワークショップ「口腔内炎

症性疾患と全身の関連」, 札幌市, 2013 年 6 月 7 日.  

12） 川瀬知之, 奥田一博, 永田昌毅, 吉江弘正, 中田

光: 自己培養骨膜シートの移植による歯周再生・顎

堤形成治療－より高活性な移植材料をめざして－. 

第 27 回新潟移植再生研究会シンポジウム, 新潟市, 

2013 年 5 月 24 日. 

13）吉江弘正: なくそう減らそう歯の病気「歯周病とそ

の予防」. 日本歯科医師会・毎日新聞社共催シンポ

ジウム, 丸ビルホール7階, 東京都, 2013年 5月 19

日. 

14）吉江弘正: 歯周病治療のこれから. 昭和薬品化工株

式会社主催 学術講演, 昭和薬品化工 本社, 東京都, 

2013 年 5 月 7 日. 

 
【学会発表】 

１）Miyazawa H, Honda T, Miyauchi S, Okui T, Nakajima T, 
Tabeta K, Yamazaki K: Effect of periodontal infection on 
serum PCSK9 and lipid profiles. 3rd International 
symposium on health through oral health collaborative 
education, research and practices, Thailand, December 
20-22. 2013. 

２）Kobayashi T, Okada M, Ito S, Kobayashi D, Ishida K, 
Kojima A, Narita I, Murasawa A, Yoshie H: Effect of 
Interkeukin-6 Receptor Inhibition Therapy on 
Periodontal Condition in Patients with Rheumatoid 
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Arthritis and Periodontitis. The 10th Asian Pacific 
Society of Periodontology Meeting, Nara, Japan, 
September 3-4, 2013. 

３） Ishida K, Kobayashi T, Yokoyama T, Okada M, Kojima A, 
Komatsu Y, Yoshie H: Interleukin-6 Gene Promoter 
Methylation in Periodontal Tissues. 10th Asian Pacific 
Society of Periodontology. Nara, Japan, September 3-4, 
2013. 

４）Okada M, Kobayashi T, Ito S, Yokoyama T, Abe A, 
Murasawa A, Yoshie H: Effects of Periodontal Treatment 
on Antibodies to Porphyromonas gingivalis and 
Citrulline levels and Rheumatoid Arthritis Condition. 
The 10th Asian Pacific Society of Periodontology 
Meeting, Nara, Japan, September 3-4, 2013. 

５）Kojima A, Kobayashi T, Ishida K, Okada M, Yoshie H: 
Tumor Necrosis Factor-Alpha Gene Promoter 
Methylation in Chronic Periodontitis. The 10th Asian 
Pacific Society of Periodontology Meeting, Nara, Japan, 
September 3-4, 2013. 

６）Nakajima M, Honda T, Miyauchi S, Murakami S, 
Yamazaki K: Periostin stimulates in inflammatory 
response of gingival fibroblast in an autocrine manner. 
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